
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

3/11
 0:00

3/12
 0:00

3/13
 0:00

3/14
 0:00

3/15
 0:00

3/16
 0:00

3/17
 0:00

3/18
 0:00

3/19
 0:00

3/20
 0:00

3/21
 0:00

3/22
 0:00

3/23
 0:00

3/24
 0:00

3/25
 0:00

3/26
 0:00

3/27
 0:00

3/28
 0:00

3/29
 0:00

3/30
 0:00

3/31
 0:00

4/1
 0:00

W
A

T
E
R

 IN
J
E
C

T
IO

N
 (m

3/
h)

TIME

1F1,2,3

1F1 Fresh water
1F1 Seawater
1F2 Fresh water
1F2 Sea water
1F3 Fresh water
1F3 Sea water

11   12   13   14   15   16  17   18   19   20   21   22   23   24   25   26   27  28   29   30   31

March

1.E-04

1.E-03

1.E-02

1.E-01

1.E+00

1.E+01

1.E+02

1.E-36

1.E-34

1.E-32

1.E-30

1.E-28

1.E-26

1.E-24

1.E-22

1.E-20

1.E-18

1.E-16

1.E-14

1.E-12

0 24 48 72 96 120144168192216240264288312336360384408432456480504

R
A

TIO
 O

F M
A

SS (-)

M
A

SS
 C

O
N

C
EN

TR
A

TI
O

N
 (k

g
/m

3
)

TIME (h)

1F FP analysis

I gas

I particle

Cs particle

I/(I+Cs+Te)

Cs/(I+Cs+Te)

Te/(I+Cs+Te)

Ba/(I+Cs+Te)

Mo/(I+Cs+Te)

11  12   13  14   15   16  17  18   19   20  21   22   23  24  25   26  27   28  29   30  31

March

図 1 分析結果：（上・左縦軸）ガス状 I・粒

子上 I,Cs、（上・右縦軸）粒子状放射性核種

浮遊濃度の質量比、（下）1～3 号機への代替

注水流量 

 

 

 

福島第一原子力発電所事故解明のための環境放出された核分裂生成物の分析 
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 福島第一原子力発電所 1～3 号機の事故において環境へ放出された FP 測定値を分析することにより、既

知の事故事象と熱水力データを補完して事故の経過を解明する手掛かりとする。さらに事故に関する知見

を補足するために、コードによる解析を実施するための境界条件を抽出する。 

キーワード：福島第一，シビアアクシデント，炉心損傷，熱水力，放射性核種，核分裂生成物 

 

1. 目的 2011 年 3 月 11 日に東日本大震災により福島第一原子力発電所 1～3号機の事故が発生した[1]。事

故時に発生した事象と熱水力データ測定値からでは事故の全体像を把握することが難しい。環境放出され

た FP 測定値は、事故時の炉心損傷過程によるプラント状態を反映したものであり、燃料の状態を推測す

る手掛かりになると考えられるので分析することを試みている[2]。これらを総合して、事故の経過を解明

することを目指す。 

2. 分析 [3]の文献リストを参考に環境への FP 放出デー

タを収集して分析した。放射性核種ごとの崩壊を補正し

て、炉停止時の元素ごとの全内蔵量に対する放出量に換

算した。粒子フィルタによる計測値から高揮発性元素 Cs, 

I, Te の和に対する比を求めた（図 1（上・右縦軸））。FP

が高濃度なときに生成される粒子は大放出によるので、

燃料デブリの損傷過程を反映している。Cs と Iの放出量

の違いから化学形態や燃料温度を、Te,Mo,Ba の放出量の違

いから燃料の酸化割合を推測した。 

ガスフィルタによる放出ヨウ素の計測から、青網掛け期

間でガス状ヨウ素が多く放出されている（図 1（上・左縦

軸））。代替注水流量[1]が制限されている期間では、格納容

器液相に流入したヨウ素が、注水量の変動（図 1（下））によ

る水温変化による擾乱及び海水から淡水への切り替えによ

る pH変化に応じて放出されていると推測できる。 

3. 結論 事故発生から 3/31 までの環境への放出放射性核

種を分析して、各号機の事故進展中の燃料状態を推測する

手掛かりを得た。それらを境界条件として、事故に関する

知見を補足するために、解析コードによる事故進展解析を実施して各号機の状態を解明することを目指す。 
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